
様式１

採択年度 整理番号

２ 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院
によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな くまのごう　あつし

氏名（職名） 熊ノ郷　淳（大阪大学学長）

卓越大学院プログラム 事後評価調書　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目12、13については非公表]

機関名 大阪大学 令和元年

１

プログラム名称 多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム

英語名称

ホームページ
（URL）

https://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/pqba/

1911

Multidisciplinary PhD Program for Pioneering Quantum Beam Application

５ 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

関連する領域（１）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（２）
【任意】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（３）
【任意】

なし

４
プログラム

コーディネーター

  　 ふりがな なかの　たかし

氏名（職名） 中野　貴志　（大阪大学・核物理研究センター・センター長）

３ プログラム責任者

      ふりがな こんどう　ただし

氏名（職名） 近藤　忠（大阪大学・大学院理学研究科・研究科長）

素粒子、原子核、宇宙線および宇宙物理に関連する実験

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

B

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

15 素粒子、原子核、宇宙物理学およびその関連分野

６ 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

B

最も関連の深い区分
（中区分）

15 素粒子、原子核、宇宙物理学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

15020

連合大学院 共同教育課程 12

11 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８
学生の所属する
専攻等名

大阪大学理学研究科物理学専攻、大阪大学理学研究科化学専攻、
大阪大学理学研究科高分子科学専攻、大阪大学情報科学研究科情報システム工学専攻、
大阪大学医学系研究科医学専攻、大阪大学医学系研究科保健学専攻

（主たる専攻等がある場合
は下線を引いてくださ
い。）

9 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

80040 量子ビーム科学関連

７
授与する博士学
位分野・名称

博士（理学）、博士（医学）、博士（情報科学）、博士（保健学）、博士（学術）
付記する名称：先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム修了

高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所、高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所、量子科学
技術研究開発機構、東北大学先端量子ビーム科学研究センター、J-PARC センター、京都工芸繊維大学、京都大
学大学院情報学研究科、東京大学アイソトープ総合センター、東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究
機構、国立研究開発法人理化学研究所、TRIUMF、The University of Queensland 、Heidelberg University
Hospital、国立医薬品食品衛生研究所、株式会社アトックス、テリックスファーマジャパン株式会社、株式会社
ソシオネクスト、株式会社日立製作所、日本メジフィジックス株式会社、住友重機械工業株式会社、富士フイル
ム富山化学株式会社、株式会社京都メディカルテクノロジー、イーピーエス株式会社、金属技研株式会社、東芝
デバイス＆ストレージ株式会社、公益社団法人日本アイソトープ協会、アンダーソン・毛利・友常法律事務所、
アルファフュージョン株式会社、株式会社かんぽ生命保険

（【1911】機関名：大阪大学　プログラム名称：多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム）



様式１

[公表]

プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

14

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

1 近藤　忠 ｺﾝﾄﾞｳ ﾀﾀﾞｼ
大阪大学・理学系研究科・研究
科長

博士(理学) 地球物理学 プログラム責任者 1

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

2 中野　貴志 ﾅｶﾉ ﾀｶｼ
大阪大学・核物理研究セン
ター・センター長

博士(理学)

（プログラムコーディネーター）

原子核物理
学

プログラムコーディネーター 2

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

実験核物理 教育・研究プログラム担当 1

4 福田　光宏 ﾌｸﾀ ﾐﾂﾋﾛ 大阪大学・核物理研究センター・特任教授 博士(理学) 加速器物理

3 野海　博之 ﾉｳﾐ ﾋﾛﾕｷ 大阪大学・核物理研究センター・教授 博士(理学)

原子核理論 教育・研究プログラム担当 1

7 佐藤　達彦 ｻﾄｳ ﾀﾂﾋｺ 大阪大学・核物理研究センター・特任教授 博士(工学) 放射線物理

6 保坂　淳 ﾎｻｶ ｱﾂｼ 大阪大学・核物理研究センター・特任教授 博士(理学)

5 與曽井　優 ﾖｿｲ ﾏｻﾙ 大阪大学・核物理研究センター・特任教授 博士(理学)
原子核・ハ
ドロン物理
学

教育・研究プログラム担当 1

1

9 梅原　さおり ｳﾒﾊﾗ ｻｵﾘ 大阪大学・核物理研究センター・教授 博士(理学)
原子核素粒
子実験

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

8 岩崎　昌子 ｲﾜｻｷ ﾏｻｺ 大阪大学・核物理研究センター・特任教授 博士(理学) 実験核物理 教育・研究プログラム担当

次世代人材育成担当 1

12 久保　孝史 ｸﾎﾞ ﾀｶｼ 大阪大学・理学研究科・化学専攻・教授 博士(理学) 有機化学 教育・研究プログラム担当

核医学
教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

11 吉田　裕介 ﾖｼﾀﾞ ﾕｳｽｹ 大阪大学・核物理研究センター・特任助教 博士(農学） 科学教育

10 畑澤　順 ﾊﾀｻﾞﾜ ｼﾞｭﾝ
大阪大学・核物理研究センター・特任教授
公益社団法人日本アイソトープ協会副会長

博士(医学）

糖・脂質生
物学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

15 真鍋　良幸 ﾏﾅﾍﾞ ﾖｼﾕｷ 大阪大学・理学研究科・化学専攻・准教授 博士(理学)

有機合成、
ケミカルバ
イオロ
ジー、糖質
科学

14 樺山　一哉 ｶﾊﾞﾔﾏ ｶｽﾞﾔ 大阪大学放射線科学基盤機構・教授 博士(薬学）

1

13 篠原 厚 ｼﾉﾊﾗ ｱﾂｼ 大阪大学招へい教授 博士(理学)
核・放射化
学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

博士(理学)

1

梶原　康宏 ｶｼﾞﾜﾗ ﾔｽﾋﾛ 大阪大学・理学研究科・化学専攻・教授 博士(理学)
有機合成、
生化学

教育・研究プログラム担当 1

1

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

16 山口　浩靖 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾋﾛﾔｽ
大阪大学・理学研究科・高分子科学専攻・
教授 博士(理学)

生体高分子
化学､超分子
科学

教育・研究プログラム担当

18 下山　敦史 ｼﾓﾔﾏ ｱﾂｼ 大阪大学・理学研究科・化学専攻・准教授 博士(理学)

ケミカルバ
イオロ
ジー、糖化
学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当

核化学、無
機・錯体化
学

教育・研究プログラム担当 1

次世代人材育成担当 1

26 久野　良孝 ｸﾉ ﾖｼﾀｶ 大阪大学、核物理研究センター・特任教授 博士(理学)
素粒子実験
物理学

教育・研究プログラム担当

19

17 笠松　良崇 ｶｻﾏﾂ ﾖｼﾀｶ 大阪大学・理学研究科・化学専攻・教授 博士(理学)

生物有機化
学、天然物
化学

教育・研究プログラム担当 1

25 福田　光順 ﾌｸﾀﾞ ﾐﾂﾉﾘ
大阪大学・理学研究科・物理学専攻・ス
チューデント・ライフサイクルサポートセ
ンター・教授

博士(理学)
原子核物理
学（実験）

20 島本　啓子 ｼﾏﾓﾄ ｹｲｺ
大阪大学・理学研究科・化学専攻・特任教
授

6

21 川畑　貴裕 ｶﾜﾊﾞﾀ ﾀｶﾋﾛ 大阪大学・理学研究科・物理学専攻・教授 博士(理学) 原子核実験 教育・研究プログラム担当 2

22 佐藤　朗 ｻﾄｳ ｱｷﾗ 大阪大学・理学研究科・物理学専攻・助教 博士(理学)
ミューオン
素粒子物理
学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

23 小田原　厚子 ｵﾀﾞﾊﾗ ｱﾂｺ
大阪大学・理学研究科・物理学専攻・准教
授 博士(理学)

原子核物理
学（実験）

教育・研究プログラム担当 1

24 吉田　斉 ﾖｼﾀﾞ　ｾｲ
大阪大学・理学研究科・物理学専攻・准教
授 博士(理学)

素粒子原子
核実験

教育・研究プログラム担当 1

（【1911】機関名：大阪大学　プログラム名称：多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム）
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[公表]

素粒子物理
実験

教育・研究プログラム担当

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

14 プログラム担当者一覧（続き）

放射化学
教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

30 吉村　崇 ﾖｼﾑﾗ ﾀｶｼ
大阪大学、放射線科学基盤機構附属ラジオ
アイソトープ総合センター・教授 博士(理学)

放射化学、
無機化学、
放射線安全
管理学

29 豊嶋　厚史 ﾄﾖｼﾏ ｱﾂｼ
大阪大学、放射線科学基盤機構･放射線科学
部門・教授

博士(理学)

1

28 兼田　加珠子 ｶﾈﾀﾞ ｶｽﾞｺ 大阪大学、理学研究科・教授
博士(社会健
康医学)

生化学、薬
理学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

27 青木　正治 ｱｵｷ ﾏｻﾊﾙ
大阪大学、大学院理学研究科・物理学専
攻・教授

博士(理学)

1

32 能町　正治 ﾉｳﾏﾁ ﾏｻﾊﾙ
大阪大学、・核物理研究センター・特任教
授

博士(理学)
素粒子・原
子核実験

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 2

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

31 角永　悠一郎 ｶﾄﾞﾅｶﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ
大阪大学、放射線科学基盤機構･放射線科学
部門･特任助教

博士(理学)
有機合成化
学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当

教育・研究プログラム担当 1

35 富山　憲幸 ﾄﾐﾔﾏ ﾉﾘﾕｷ
大阪大学、大学院医学系研究科・放射線統
合医学講座・放射線医学・教授

博士(医学) 画像診断学 教育・研究プログラム担当

表面化学 教育・研究プログラム担当 2

34 中島　裕夫 ﾅｶｼﾞﾏ ﾋﾛｵ
大阪大学、放射線科学基盤機構・放射線教
育部門・准教授 博士(医学)

放射線基礎
医学、発生
遺伝学

33 岡田　美智雄 ｵｶﾀﾞ ﾐﾁｵ
大阪大学、放射線科学基盤機構・放射線教
育部門・教授

博士(理学)

放射線腫瘍
学・放射線
生物学

教育・研究プログラム担当 1

38 長原　一 ﾅｶﾞﾊﾗ ﾊｼﾞﾒ 大阪大学、・D3センター・教授 博士(工学)
コンピュー
タビジョン

37 小川　和彦 ｵｶﾞﾜ ｶｽﾞﾋｺ
大阪大学、大学院医学系研究科・放射線統
合医学講座・放射線治療学・教授 博士(医学)

1

36 渡部　直史 ﾜﾀﾍﾞ ﾀﾀﾞｼ 大阪大学、大学院医学系研究科・講師 博士(医学)
核医学・放
射線医学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

1

教育・研究プログラム担当 1

39 中島　悠太 ﾅｶｼﾏ ﾕｳﾀ 大阪大学、・D3センター教授 博士(工学) 機械学習 教育・研究プログラム担当

教育プログラム担当 1

42 藤原　康文 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾔｽﾌﾐ 大阪大学、産業科学研究所・特任教授 博士(工学) 電子材料学
教育・研究・産学連携プログ
ラム担当

応用ミクロ
経済学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

41 堀井　亮 ﾎﾘｲ ﾘｮｳ 大阪大学、社会経済研究所・教授
博士（経済
学）

経済成長理
論

40 松島　法明 ﾏﾂｼﾏ ﾉﾘｱｷ 大阪大学、社会経済研究所・教授 博士(工学)

集積システ
ム設計

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

52 幸田　章宏 ｺｳﾀﾞ ｱｷﾋﾛ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・准教授 博士(理学)

ミュオン物
理、物性物
理

44 橋本　昌宜 ﾊｼﾓﾄ ﾏｻﾉﾘ 京都大学、大学院情報学研究科・教授
博士(情報
学）

1

43 関山　明 ｾｷﾔﾏ ｱｷﾗ
大阪大学、大学院基礎工学研究科・物質創
成専攻・教授 博士(理学)

固体電子物
性・放射光
科学

次世代人材育成担当 1

45

1

研究プログラム担当 0.5

53 竹下　聡史 ﾀｹｼﾀ ｿｳｼ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・特別助教 博士(理学)

物性物理、
ミュオン科
学

研究プログラム担当

55 永津　弘太郎 ﾅｶﾞﾂ ｺｳﾀﾛｳ
量子科学技術研究開発機構、放射線医学総
合研究所・先進核医学基盤研究部・研究統
括

博士(工学)
RI製造、
ターゲット
化学

研究・産学連携プログラム担
当

ミュオン科
学

研究プログラム担当 0.554 山崎　高幸 ﾔﾏｻﾞｷ ﾀｶﾕｷ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・助教

博士(理学)

0.5

東　達也 ﾋｶﾞｼ ﾀﾂﾔ
量子科学技術研究開発機構、放射線医学総
合研究所・分子イメージング診断治療研究
部・部長

博士(医学) 腫瘍核医学
研究・産学連携プログラム担
当 0.556

杉山　清寛 ｽｷﾞﾔﾏ ｷﾖﾋﾛ 大阪大学、核物理研究センター・特任教授 博士(理学)
強磁場物理
学

次世代人材育成担当 4

46 進藤　修一 ｼﾝﾄﾞｳ ｼｭｳｲﾁ
大阪大学、人文学研究科・外国語専攻・教
授

修士(文化史
学）

教育社会史 次世代人材育成担当 1

研究プログラム担当 1

47 東山　愛 ﾋｶﾞｼﾔﾏ ｱｲ
大阪大学、スチューデント・ライフサイク
ルサポートセンター・特任助教

博士(理学) 生物学 次世代人材育成担当 0.5

48 下村　浩一郎 ｼﾓﾑﾗ ｺｳｲﾁﾛｳ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・教授

博士(理学)
ミュオン科
学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 2

51 三島　賢二 ﾐｼﾏ ｹﾝｼﾞ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・特別准教授

博士(理学)
中性子基礎
物理

研究プログラム担当 0.5

49 三宅　康博 ﾐﾔｹ ﾔｽﾋﾛ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・特別教授

博士(工学)
ミュオン科
学

研究・産学連携プログラム担
当 0.5

50 河村　成肇 ｶﾜﾑﾗ ﾅﾘﾄｼ
高エネルギー加速器研究機構、物質構造科
学研究所・特別准教授

博士(理学)
ミュオン科
学

（【1911】機関名：大阪大学　プログラム名称：多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム）
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57 渡部　浩司 ﾜﾀﾍﾞ ﾋﾛｼ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・教授

博士(工学)
放射線医工
学

研究・産学連携プログラム担
当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

放射線工学 研究プログラム担当 0.5

60 伊藤　正俊 ｲﾄｳ ﾏｻﾄｼ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・教授

博士(理学) 核物理学

59 寺川　貴樹 ﾃﾗｶﾜ ｱﾂｷ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・教授

博士(理学)

0.5

58 田代　学 ﾀｼﾛ ﾏﾅﾌﾞ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・教授

博士(医学) 核医学 研究プログラム担当 0.5

0.5

62 菊永　英寿 ｷｸﾅｶﾞ ﾋﾃﾞﾄｼ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・准教授

博士(理学)
核・放射化
学

研究・産学連携プログラム担
当 0.5

研究・産学連携プログラム担
当 0.5

61 古本　祥三 ﾌﾙﾓﾄ ｼｮｳｿﾞｳ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・教授

博士(薬学）
放射線医薬
品学

研究プログラム担当

研究・産学連携プログラム担
当 1

65 小林　隆 ｺﾊﾞﾔｼ ﾀｶｼ
高エネルギー加速器研究機構、J-PARC セン
ター・センター長

博士(理学) 素粒子実験 研究プログラム担当

加速器科学 研究プログラム担当 0.5

64 齊藤　直人 ｻｲﾄｳ ﾅｵﾋﾄ
高エネルギー加速器研究機構、素粒子原子
核研究所・所長

博士(理学)
基礎物理実
験

63 柏木　茂 ｶｼﾜｷﾞ ｼｹﾞﾙ
東北大学、先端量子ビーム科学研究セン
ター・准教授

博士(理学)

放射線生物
医学

研究・産学連携プログラム担
当 0.5

68 秋光　信佳 ｱｷﾐﾂ ﾉﾌﾞﾖｼ
東京大学、アイソトープ総合センター・教
授

博士(薬学)
放射線生物
学

67 和田　洋一郎 ﾜﾀﾞ ﾖｳｲﾁﾛｳ
東京大学、アイソトープ総合センター・教
授

博士(医学)

0.5

66 小林　和淑 ｺﾊﾞﾔｼ ｶｽﾞﾄｼ
京都工芸繊維大学、大学院工芸科学研究
科・電子システム工学専攻・教授 博士(工学)

集積回路、
パワーエレ
クトロニク
ス

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 0.5

0.5

70 高橋　忠幸 ﾀｶﾊｼ ﾀﾀﾞﾕｷ
東京大学、国際高等研究所カブリ数物連携
宇宙研究機構・主任研究者・特任教授 博士(理学)

宇宙物理学
実験、ガン
マ線イメー
ジング

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 0.5

研究・産学連携プログラム担
当 0.5

69 川村　猛 ｶﾜﾑﾗ ﾀｹｼ
東京大学、アイソトープ総合センター・准
教授

博士(理学) 質量分析
研究・産学連携プログラム担
当

研究・産学連携プログラム担
当 0.5

73 羽場　宏光 ﾊﾊﾞ ﾋﾛﾐﾂ
国立研究開発法人理化学研究所、仁科加速
器科学研究センター・RI応用研究開発室・
室長

博士(理学) 核化学
教育・研究・産学連携プログ
ラム担当

宇宙物理
学、放射線
計測、医用
イメージ
ング

研究・産学連携プログラム担
当 1

72 織田　忠 ｵﾀﾞ ﾀﾀﾞｼ
東京大学、国際高等研究所カブリ数物連携
宇宙研究機構・特任助教

博士(工学) 放射線計測

71 武田　伸一郎 ﾀｹﾀﾞ ｼﾝｲﾁﾛｳ
東京大学、国際高等研究所カブリ数物連携
宇宙研究機構・特任助教 博士(理学)

加速器物理
学

研究・産学連携プログラム担
当 1

76 原　徹 ﾊﾗ ﾄｵﾙ
国立研究開発法人理化学研究所、放射光科
学研究センター・先端ビームチーム・チー
ムリーダー

博士(理学) 加速器科学

75 上垣外　修一 ｶﾐｶﾞｲﾄ ｵｻﾑ
国立研究開発法人理化学研究所、仁科加速
器科学研究センター・部長

博士(理学)

0.5

74 福地　知則 ﾌｸﾁ ﾄﾓﾉﾘ
国立研究開発法人理化学研究所、生命機能
科学研究センター・研究員

博士(理学)
核医学イ
メージング

研究プログラム担当 0.5

1

78 Akira　Konaka ｺﾅｶ ｱｷﾗ

TRIUMF、Physical Sciences division,
Partile Physics department・ Senior
Research Scientist
Osaka University 、RCNP・ Specially
Appointed Professor

Doctor of
science, Kyoto
University

Experimenta
l Particle
Physics

教育・研究プログラム担当 0.5

研究プログラム担当 0.5

77 齋藤　武彦 ｻｲﾄｳ ﾀｹﾋｺ
国立研究開発法人理化学研究所、開拓研究
本部・齋藤高エネルギー原子核研究室・主
任研究員

博士(理学)
原子核物理
学

教育・研究プログラム担当

0.5

教育・研究プログラム担当 0.5

81

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 0.5

Neuroimagin
g

教育・研究プログラム担当 0.5

82 Giesel Frederik Lars ｷﾞｰｽ ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ ﾗｰｽ
Heidelberg University Hospital、
Department of Nuclear Medicine・Vice
Chair

Executive MBA 核医学

79 Iris　Dillmann ﾃﾞｨﾙﾏﾝ ｱｲﾘｽ
TRIUMF、Physical Sciences division・
Nuclear Physics department・ Research
Scientist

PhD, University
of Basel

Experimental
Nuclear Physics
and
Astrophysics

David　Reutens ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ ﾙｰｴﾝｽ
The University of Queensland, Center
for Advanced Imaging・Director

Doctor of
Medicine,
Vic.(Melb)

80 Makoto　Fujiwara ﾌｼﾞﾜﾗ ﾏｺﾄ
TRIUMF、Physical Sciences division・
Partile Physics department・ Senior
Research Scientist

PhD, University
of British
Columbia

Particle,Nuclea
r and Atomic
Physics

教育・研究プログラム担当

（【1911】機関名：大阪大学　プログラム名称：多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム）
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(割合)

86 鳥羽　忠信 ﾄﾊﾞ ﾀﾀﾞﾉﾌﾞ
株式会社日立製作所、研究開発グループ・
生産イノベーションセンタ・主任研究員

博士(工学)
ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ、ｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀｰ工学

産学連携プログラム担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

84 平林　容子 ﾋﾗﾊﾞﾔｼ ﾖｳｺ
国立医薬品食品衛生研究所、安全性生物試
験研究センター・センター長 博士(医学)

分子毒性
学、血液病
理学

教育プログラム担当 0.5

83 蜂須賀　暁子 ﾊﾁｽｶ ｱｷｺ
国立医薬品食品衛生研究所、生化学部・室
長 博士(薬学）

産学連携プログラム担当 0.5

89 日野　明弘 ﾋﾉ ｱｷﾋﾛ
富士フイルム富山化学株式会社、研究本
部・RI医薬品研究部・部長 修士(理学）

放射性医薬
品の研究開
発

産学連携プログラム担当

採用業務 産学連携プログラム担当 1

88 松原　雄二 ﾏﾂﾊﾞﾗ ﾕｳｼﾞ
住友重機械工業株式会社、産業機器事業
部・主席技師

修士(理学)
治療機種統
括

87 北山　誠 ｷﾀﾔﾏ ﾏｺﾄ
日本メジフィジックス株式会社、総務人事
部・人事グループ・マネジャー

学士(経営）

量子ﾋﾞｰﾑ科
学

産学連携プログラム担当 0.5

92 川口　雄介 ｶﾜｸﾞﾁ ﾕｳｽｹ
東芝ﾃﾞﾊﾞｲｽ＆ｽﾄﾚｰｼﾞ株式会社、ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ半導体事業

部・先端ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ開発ｾﾝﾀｰ・先端ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ素子開発

部・ｼﾘｺﾝ素子開発担当・ｸﾞﾙｰﾌﾟ長
修士(工学)

ﾊﾟﾜｰ半導体
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

91 荒井　秀幸 ｱﾗｲ ﾋﾃﾞﾕｷ
金属技研株式会社、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業本部・
次長

修士(工学)

0.5

90 藤村　重顕 ﾌｼﾞﾑﾗ ｼｹﾞｱｷ

ｲｰﾋﾟｰｴｽ株式会社、大阪事務所・事業推進本
部第一事業推進ｾﾝﾀｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室・開
発事業本部・臨床開発事業部・開発７部・
事業推進本部・第二事業推進ｾﾝﾀｰ・再生医
療推進室・リーダー

修士(薬学）
医薬品の臨
床開発

産学連携プログラム担当 0.5

93 清水　亘 ｼﾐｽﾞ ﾜﾀﾙ
ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ・毛利・友常法律事務所、ﾊﾟｰﾄﾅｰ弁
護士（名古屋ｵﾌｨｽ代表）

学士(法学） 知的財産法 教育プログラム担当 1

産学連携プログラム担当 0.1

教育プログラム担当 8

95 松谷　悦哉 ﾏﾂﾀﾆ ｴﾂﾔ 大阪大学、核物理研究センター・特任教授 博士(理学)
放射線医薬
品

産学連携プログラム担当

94 岸本　忠史 ｷｼﾓﾄ ﾀﾀﾞﾌﾐ 大阪大学、核物理研究センター・特任教授 博士(理学)
素粒子物理
学

原子核物
理、実験

教育プログラム担当 1

98 井手口　栄治 ｲﾃﾞｸﾞﾁ  ｴｲｼﾞ 大阪大学、核物理研究センター・准教授 博士(理学)
原子核物理
(実験)

97 民井　淳 ﾀﾐｲ ｱﾂｼ 大阪大学、核物理研究センター・教授 博士(理学)

10

96 谷畑　勇夫 ﾀﾆﾊﾀ ｲｻｵ 大阪大学、核物理研究センター・特任教授
博士(物理
学)

核物理学、天体
核物理学、環境
放射線

教育プログラム担当 1

1

100 嶋　達志 ｼﾏ ﾀﾂｼ 大阪大学、核物理研究センター・准教授 博士(理学)
宇宙核物理、基
本的相互作用、
重力

教育プログラム担当 1

教育プログラム担当 1

99 郡　英輝 ｺｵﾘ ﾋﾃﾞｷ
大阪大学、核物理研究センター・特任准教
授

博士(理学)
素粒子原子
核実験

教育プログラム担当

1

104 石川　直人 ｲｼｶﾜ ﾅｵﾄ
大阪大学、大学院理学研究科・化学専攻・
教授

博士(理学)
無機化学、
物理化学

103 黒木　和彦 ｸﾛｷ ｶｽﾞﾋｺ
大阪大学、大学院理学研究科・物理学専
攻・教授

博士(理学)

1

石井　理修 ｲｼｲ ﾉﾘﾖｼ 大阪大学、核物理研究センター・准教授 博士(理学)
無機化学、
物理化学

ﾄﾓﾉ ﾀﾞｲ 大阪大学、核物理研究センター・助教 博士(理学)
素粒子原子核物
理実験、ミュオ
ン物理

教育プログラム担当

101 堀田　智明 ﾎｯﾀ ﾄﾓｱｷ 大阪大学、核物理研究センター・准教授 博士(理学)
原子核素粒
子実験

教育プログラム担当

102

物性理論 教育プログラム担当

脳神経外科
学

教育プログラム担当 1

108 近江　雅人 ｵｳﾐ ﾏｻﾄ 大阪大学、医学系研究科保健学専攻・教授 博士(工学） 生体医工学

107 黒澤　真城 ｸﾛｻﾜ ﾏｷ 大阪大学、核物理研究センター・特任講師 博士(理学)

教育プログラム担当 1

1

106 田村　磨聖 ﾀﾑﾗ ﾏｻﾄ 大阪大学、核物理研究センター・特任講師 博士(医学)
腫瘍診断、
腫瘍生物学

教育プログラム担当 1

教育プログラム担当 1

105 友野　大

1

110 西尾　禎治 ﾆｼｵ ｾｲｼﾞ 大阪大学、医学系研究科保健学専攻・教授
博士(理学・
医学)

医学物理学 教育・研究プログラム担当 1

教育・研究プログラム担当 1

109 石田　隆行 ｲｼﾀﾞ ﾀｶﾕｷ 大阪大学、医学系研究科保健学専攻・教授 博士(工学） 画像工学 教育・研究プログラム担当

ﾆｼﾑﾗ ｼﾝﾀﾛｳ
テリックスファーマジャパン株式会社、代
表取締役

博士(工学) 核医学 産学連携プログラム担当 0.5

放射性薬
品、食品衛
生、分析化
学

教育プログラム担当 0.5

85 西村　伸太郎

（【1911】機関名：大阪大学　プログラム名称：多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム）
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114 新岡　宏彦 ﾆｲｵｶ ﾋﾛﾋｺ 大阪大学、D3センター・招聘准教授 博士(工学) 深層学習 教育プログラム担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

14 プログラム担当者一覧（続き）

再生医療 教育プログラム担当 4

117 小嶋　健児 ｺｼﾞﾏ ｹﾝｼﾞ
TRIUMF(Physical Sciences division,
Centre for Molecular and Materials
Science）・Senior Research Scientist

博士(理学)
ミュオン科
学、量子物
質科学

116 古川　可奈 ﾌﾙｶﾜ ｶﾅ
大阪大学、エマージングサイエンスデザイ
ンR³センター、特任教授

博士(医学)

1

115 永田　智也 ﾅｶﾞﾀ ﾄﾓﾔ アルファフュージョン株式会社 修士(薬学)
創薬・マネ
ジメント

産学連携プログラム担当 0.5

1

119 高橋　成人 ﾀｶﾊｼ ﾅﾙﾄ
株式会社京都メディカルテクノロジー・代
表取締役社長

博士(理学) 核化学 産学連携プログラム担当 0.5

教育・研究プログラム担当 0.5

118 白鳥　昂太郎 ｼﾛﾄﾘ ｺｳﾀﾛｳ 大阪大学、核物理研究センター・助教 博士(理学)
原子核、ハ
ドロン実験

教育・研究プログラム担当

0.5

122 山田　彰城 ﾔﾏﾀﾞ ｼｮｳｷ
アルファフュージョン株式会社・アソシエ
イト

修士 分子生物学 産学連携プログラム担当 0.5

産学連携プログラム担当 0.5

121 藤岡　直 ﾌｼﾞｵｶ ｽﾅｵ アルファフュージョン株式会社・CEO 学士 生命薬学 産学連携プログラム担当

120 戸村　裕一 ﾄﾑﾗ ﾕｳｲﾁ
アルファフュージョン株式会社研究開発
部・部長 博士 薬理学

教育・研究プログラム担当 1

125 三浦　典之 ﾐｳﾗ ﾉﾘﾕｷ
大阪大学、大学院情報科学研究科・情報シ
ステム工学専攻・教授

博士(工学)
情報システ
ム

教育・研究プログラム担当

超分子科学 教育・研究プログラム担当 1

124 橋爪　章仁 ﾊｼﾂﾞﾒ ｱｷﾋﾄ
大阪大学、大学院理学研究科・高分子科学
専攻・教授

博士(理学)
高分子精密
科学

123 高島　義徳 ﾀｶｼﾏ ﾖｼﾉﾘ
大阪大学、大学院理学研究科・高分子科学
専攻・教授

博士(理学)

生物無機化
学

教育・研究プログラム担当 1

128 笠石　陽平 ｶｻｲｼ ﾖｳﾍｲ
株式会社かんぽ生命保険・オルタナティブ
投資部・担当課長

修士(医科
学）

オルタナ
ティブ投資

127 舩橋　靖博 ﾌﾅﾊｼ ﾔｽﾋﾛ
大阪大学、大学院理学研究科・化学専攻・
教授

博士(理学)

1

126 張　宰雄 ｼﾞｬﾝ ｼﾞｪｳﾝ
東京大学・アイソトープ総合センター・助
教 博士(工学)

加速器工
学、医療用
RI製造

教育・研究プログラム担当 0.5

0.5

130 小濱　明 ｺﾊﾏ ｱｷﾗ
株式会社かんぽ生命保険・運用企画部・担
当課長

学士(社会
学）

ESG投資・責
任投資

産学連携プログラム担当 0.5

産学連携プログラム担当 0.5

129 小林　巧 ｺﾊﾞﾔｼ ﾀｸﾐ
株式会社かんぽ生命保険・運用企画部・課
長

学士(経済
学）

ESG投資・責
任投資

産学連携プログラム担当

教育・研究・産学連携プログ 1

133 岡林　明伸 ｵｶﾊﾞﾔｼ ｱｷﾉﾌﾞ
住友重機械工業株式会社、産業機器事業
部、医療・先端機器統括部、設計部長 学士 機械工学 産学連携プログラム担当

機械学習 産学連携プログラム担当 1

132 石川　貴嗣 ｲｼｶﾜ ﾀｶﾂｸﾞ 大阪大学、核物理研究センター・教授 博士(理学) 実験核物理

131 河原　吉伸 ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ
大阪大学、大学院情報科学研究科・情報シ
ステム工学専攻・教授 博士(工学)

放射線 産学連携プログラム担当 0.5

136 加藤　貴志 ｶﾄｳ ﾀｶｼ
株式会社ソシオネクスト、品質保証統括部
信頼性技術部・課長

博士
ソフトエ
ラー

135 柳　孝文 ﾔﾅｷﾞ ﾀｶﾌﾐ 株式会社アトックス、事業開発部・副課長 ー

0.5

134 深瀬　浩一 ﾌｶｾ ｺｳｲﾁ 大阪大学、放射線科学基盤機構・特任教授 博士(理学)
天然物有機
化学

教育・研究・産学連携プログ
ラム担当 1

産学連携プログラム担当 0.5

112 加藤　弘樹 ｶﾄｳ ﾋﾛｷ 大阪大学、医学系研究科医学専攻・准教授 博士(医学) 核医学 教育・研究プログラム担当 1

113 古野　達也 ﾌﾙﾉ ﾀﾂﾔ 大阪大学、理学研究科物理学専攻・助教 博士(理学)
原子核物理
学

教育・研究プログラム担当 1

111 土屋　達弘 ﾂﾁﾔ ﾀﾂﾋﾛ
大阪大学、大学院情報科学研究科情報シス
テム工学専攻・教授

博士(工学）
ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

教育・研究プログラム担当 1

（【1911】機関名：大阪大学　プログラム名称：多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム）
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【公表】 

成果の概要【２ページ以内】 

成果の概要として、①特筆すべき成果のあった事項、②計画通り進んでいる事項、③改善が必要な事

項、④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

①  特筆すべき成果のあった事項 

多様な知の協奏による先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム（PQBA）は、量子ビームを基軸

とした異分野融合・社会課題解決志向の博士人材育成を目指す新たな学位プログラムとして、令和元

年度に採択された。大阪大学が推進する双翼型大学院教育システム「Double-Wing Academic 

Architecture（DWAA）」において、本プログラムは「知と知の融合」を具現化する初の事例として設

計・実装され、大学全体の教育改革に対して先導的な役割を果たしてきた。 

本プログラムの理念と実践は、学内の他プログラムへの波及を通じて、大阪大学の大学院教育の基

盤そのものを変革しつつある。具体的には、学際大学院機構の設置、分野連携大学院プログラムや理

工情報系および人文社会科学系オナー大学院、副専攻・高度副プログラムの拡充といった大学全体の

教育体制の再編において、PQBA の設計思想と運営実績がモデルとして参照されている。DWAA 構想の

全学的展開において、PQBA で培われた異分野交流促進手法や、履修生管理における個人カルテの仕組

み、ダブルメンター制度などは、他の教育プログラム設計にも応用されている。その中でも特に、量

子ビームに代表される科学技術の基盤を異分野横断で活用し、社会課題の現場で通用する博士人材を

育成するという考え方は、分野の異なる他分野の教育プログラムにも浸透しつつあり、教育改革の横

展開が進んでいる。 

加えて、PQBA は実務的にも研究科の壁を越えた運営体制を実現しており、理学・医学・情報科学の

各研究科・専攻が有機的に連携した共同教育プログラムとして機能している。プログラムの中核を担

う運営委員会・教務委員会には各専攻のキーパーソンが参画しており、所属研究科の枠を超えた意思

決定体制が確立されていることも本プログラムの特色である。 

学生のキャリアパスもアカデミア、産業界、官公庁と多様化しており、単に研究能力を有するだけ

でなく、社会実装力・国際性・俯瞰力を備えた博士人材を着実に輩出している。修了生は企業・研究

機関・大学などで第一線を担っており、社会との接続力を備えた高度人材の育成を実現している。こ

うした人材育成の成果は、実社会での先端的な研究開発プロジェクトへの貢献にも結びついている。 

たとえば、近年国際的注目を集めているアスタチン-211 を用いたアルファ線核医学治療の分野で

は、日本が基礎研究において世界をリードしており、令和 4年以降、日本発の論文が全体の約 30％を

占めている。大阪大学では、この分野における医師主導治験が 2 件実施されており、企業との連携に

よるアスタチンの大量製造施設の整備も進められている。PQBA 履修生は、こうした社会的意義の高い

最先端プロジェクトに参画しており、実践力と学際的な知見を活かして着実に貢献している。 

本プログラムでは教育内容の工夫だけでなく、実施体制の面でも独自性が際立っている。たとえば、

セミナーキャンプや研究室訪問など、学際的な交流のための非公式カリキュラム活動が制度的に位置

づけられており、履修生同士および教員との縦横のネットワーク形成が促進されている。こうした活

動は、研究以外の資質（リーダーシップ、説明力、協調性等）を自然な形で育む機会として機能して

おり、学際教育の有効な補完要素となっている。 

このように PQBA は、単一プログラムの枠を超えて大学全体の教育・組織改革の牽引役としての成果

をあげており、その理念と運営モデルは、令和 7 年度以降も持続的に継承・拡大される予定である。 

② 計画通り進んでいる事項 

本プログラムでは、申請時に掲げたカリキュラムを着実に実施しており、量子ビーム学際交流や俯

瞰力・社会実装力涵養科目の選択必修化を含め、体系的で実効性の高い教育プログラムとして整備さ

れている。とりわけ、異分野間の連携を促すダブルメンター制は、主専攻と異なる分野の研究者によ

る助言を通じて、履修生の視野の拡張と学際的素養の育成に寄与している。セカンドメンターには、
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他大学の研究者や企業関係者を希望する受講生が多く、希望に応じた配置を通じてアカデミア外との

接点づくりが進められている。 

また、全履修生に対し個人カルテによる進捗管理を実施しており、研究活動、心理的側面、キャリ

ア形成に至るまでを複数教員が継続的にフォローする体制が確立されている。この仕組みにより、学

生の早期課題把握と適切なサポートが可能となっている。定期的な個別面談と記録管理により、学生

の状況を可視化し、学年を超えた支援やメンターの連携強化にもつながっている。 

コロナ禍の影響を受けつつも、プログラム開始当初から海外研修を継続的に実施し、TRIUMF、ハイ

デルベルク大学、クイーンズランド大学等の海外拠点との連携によって、多くの履修生が国際的な研

究経験を積んでいる。これにより、広い俯瞰力と国際通用力を備えた博士人材の育成を実現している。

コロナ以降の社会情勢変化にも柔軟に対応し、オンラインでの海外研究室との協働やデータ解析研修

も取り入れ、移動制約下でも国際連携教育を途切れさせない工夫がなされてきた。 

進路の多様性も着実に広がっており、アカデミアのみならず、企業や官公庁等多様なキャリアパス

に対応した教育・指導が実を結びつつある。修了生の進路には、大学・研究所におけるポスドク・教

員のほか、製薬・放射線機器関連・情報科学系など多様な分野の民間企業や官公庁が含まれている。

進路決定にあたっては、各履修生の希望に応じた個別相談の機会が確保されており、教員・メンター

の多様なネットワークも活用されている。 

さらに、履修生の質の高さは外部表彰にも表れており、令和 6 年度には日本物理学会年次大会で学

生優秀発表賞を複数名が受賞、加速器学会ではポスター部門での受賞実績がある。また、化学専攻の

学生は「短寿命 RI 利用研究シンポジウム」において若手優秀ポスター賞を受賞するなど、分野を超

えた顕著な成果が認められている。これらは、国際的・学際的な視点を育む本プログラムの教育体制

の有効性を端的に示す事例である。修了生の研究成果の多くは国際共著論文として刊行されており、

学術的インパクトの面でも成果が蓄積されてきている。 

③ 改善が必要な事項 

D3 修了時に博士号を取得できない学生が増加傾向にあり、修了後の経済的支援体制の継続が喫緊の

課題となっている。PQBA では Final Examination（FE）を D3 修了後も受験可能としているが、在籍

延長期間における生活費支援や授業料免除の制度整備が十分ではなく、意欲ある学生が研究に専念で

きる環境の構築が求められている。また、研究室訪問については学生からの評価が高かった一方で、

「訪問先の研究との関連性を検討する時間が不足していた」とのフィードバックもあり、訪問計画や

マッチング制度の再設計による改善が必要である。さらに、本プログラムの人気の高まりに伴い、近

年の選抜試験では倍率が 4 倍を超える状況が常態化している。その結果として、意欲と能力を兼ね備

えた優秀な学生であっても、受け入れ枠の制約により不合格となるケースが発生しており、将来的な

定員の拡充や選抜制度の柔軟化を含めた受入体制の見直しが必要である。 

④ プログラムとしての今後の見通し 

PQBA は大阪大学が掲げる大学院教育改革の中核ビジョンである「Double-Wing Academic 

Architecture（DWAA）」において、「知と知の融合」を具現化する初の学位プログラムとして位置づけ

られており、その理念と成果はすでに全学に波及しつつある。こうした背景から、PQBA は今後も大阪

大学における大学院教育改革の先導役として、大学の方針の下で継続的に推進されることが明確に示

されている。令和 7 年度以降、本プログラムは学際大学院機構の分野連携大学院プログラムの一環と

して、他の卓越大学院プログラムや理工情報系および人文社会科学系オナー大学院、副専攻・高度副

プログラムと有機的に連携しながら、制度的に安定した継続運営体制を構築する。補助期間終了後も、

大学として必要な人的・財政的資源を確保し、PQBA を持続的に展開していく方針が確認されている。 

また、令和 6 年度の外部評価委員会において今後の改善事項として挙げられた英語での発表機会の

拡充、企業研究者との交流の強化、FE 審査における PQBA 活動の評価の明確化といった点についても、

順次実施計画に組み込むことで、より実効性のある博士人材育成プログラムへと深化させていく。 

 


